
永福冬の

特別講座
第 2 弾

安田 登（やすだ のぼる）

千葉県出身。ワキ方能楽師として東京を中心に能の公演に

出演するほか、神話『イナンナの冥界下り』欧州ツアーや

金沢 21 世紀美術館での『天守物語』(泉鏡花)など、

能・音楽・朗読を融合させた舞台を数多く創作し、出演する。

多様な分野に造詣があり、講演や執筆も精力的におこなう。

Eテレ「100 分 de 名著」では、『平家物語』『太平記』

A.ウェイリー版『源氏物語』を担当した。
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